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　皆さまには、平素よりほくほくフィナンシャルグループおよび当社
グループ会社をお引き立ていただき、誠にありがとうございます。
　足元の国内経済は、このところ一部に鈍い動きもみられますが、緩や
かな回復基調が続いております。当社グループの主要営業地域である
北陸地域では、昨年3月の「北陸新幹線」開業効果により、観光地への来
客数が前年を大きく上回り、観光業を中心に経済の好循環が持続して
おります。また、北海道地域では今年3月の「北海道新幹線」開業まで3カ
月を切り、開業に向けた準備が着々と進む中、カウントダウンイベント
が開かれるなど、道南地区を中心に期待感が高まっております。
　当社グループでは地元企業への資金面の支援に留まらず、広域ネッ
トワークを活かしたビジネスマッチングや新幹線効果を活用した首都
圏での地域産品のプロモーションなど、地元企業の営業拡大に向けた
活動の支援に積極的に取り組んでおります。また、今年度は、「地方創
生」への取り組みとして、北陸銀行・北海道銀行内に本部・支店を横断す
る組織を立上げ、地方公共団体および地域企業等との接点をさらに強
化し、各地域の地方版総合戦略の策定・事業推進への支援を行っており
ます。
　今後も広域地域金融グループとして、「地域から親しまれ、頼りにさ
れる金融グループ」を目指し、地域経済の活性化に全力で取り組む中で
企業価値の向上に努めてまいりますので、引き続きご支援とご愛顧を
賜りますよう、お願い申し上げます。

平成28年1月

「ほくほくフィナンシャルグループ」は、広域地域金融グループ
としてのネットワークと総合的な金融サービス機能を活用して、
地域とお客さまの繁栄に貢献し、ともに発展しつづけます。

経営理念

ご あ い さ つ

コーポレートマーク
垂直に伸びるゴールドのグラデーションは企業の成長性
と収益性を表し、緩やかな弧を描くラインは広域地銀と
してのネットワークを表現しています。また、落ち着きの
あるブルーの正方形は、組織の揺るぎない安定性をイ

メージしており、その正方形の中に垂直のラインとカーブのラインを配
置することによって、「ほくほく」の頭文字である「ｈ」を表しています。

社会的使命を実践し、地域社会とお客さまとともに
発展します。地 域 共 栄

公 正 堅 実 公正かつ堅実な経営による健全な企業活動を目指し、
信頼に応えます。

進 取 創 造 創造と革新を追求し、活力ある職場から魅力ある
サービスを提供します。

取締役社長 庵 栄伸
（北陸銀行 頭取）

取締役副社長 笹原 晶博
（北海道銀行 頭取）

▪‌�本誌は、銀行法第21条および52条の29に基づいて作
成したディスクロージャー資料です。
▪‌�本資料に掲載してある計数は、原則として単位未満を
切り捨てのうえ表示しています。
▪‌�本資料には、将来の業績に関する記述が含まれていま
す。こうした記述は、将来の業績を保証するものではな
く、経営環境の変化などにより、見通しと異なる可能性
があることにご留意ください。
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